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下野市総合計画について

総合計画とは、地域づくりの最も上位に位置づけられる行政計画であり、長期展望に立っ

た計画的、効率的な行政運営の指針を示すものです。下野市の将来のあるべき姿（将来像）

を掲げ、長期的な視点で体系的、計画的に事業を進めていくための計画で、基本構想・基本

計画・実施計画の 3 本柱で構成されます。

○基本構想 … まちづくりの基本理念、将来都市像とそれを達成するために必要な施

策の大綱を明らかにするものです。

○基本計画 … 基本構想に示された施策大綱に従って、施策の目的や方針、主要事業

などを明らかにするものです。

○実施計画 … 基本計画で示した施策の目的を達成するために必要な主要事業を明ら

かにするものです。

基
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計画期間 H20～27 年度

前期 H20～23 年度

後期 H24～27 年度

2 年間の計画をローリング
方式により毎年度見直しな
がら作成

総合計画の構成

総 合 計 画 と は･･･

資料 ２
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１ 計画策定の趣旨

下野市が大きな変化と改革の流れの中で、市民の暮らしを支え、まちの活力を維

持していくための行政運営の基本的指針として「下野市総合計画」を策定していま

す。

合併市町村として、「新市建設計画」を尊重しながらも、行政体制の変革と行政施策・事業のより一

層の重点化が必要
厳しい状況に対応し、平成20年度から平成27年度までの8年間の行政運営の基本的な指針として

「下野市総合計画」を策定

地方自治体をめぐる
環境変化

社会構造の変化と
地方行財政改革の波

外部環境 市内の状況

首都圏郊外の住宅地、また県内主要

都市に隣接する好立地条件を活かし
た人口増加から少子・高齢化などによ

り、これまでにない社会構造へと変化
自己責任と裁量で、みずからのまちを

守り育てていくことが求められる

 高齢化の進行、出生率の低下などに

よる人口減少社会の到来
 経済のグローバル化に伴う産業構造

の変容と企業立地の変化
 地方分権と地方財政改革による地方

自治制度の変化

２ 下野市の将来像

「市民の方々の思い」（「市民アンケート」の結果及び「下野市総合計画懇話会提

言」）や「新市建設計画」の趣旨から、人と文化の交流を基調に、市民と行政が協

働して、次代に継承する安全で活力のある生活圏を創造することを目指し、将来像

を下記の通り定めました。

地域の魅力をさらに高め、より高い充足感と満足感を持つことができるまちとすることが目標

「新生文化都市」の創造

地域の魅力をさらに高め、より高い充足感と満足感を持つことができるまちとすることが目標

「新生文化都市」の創造

下野市の
地理的優位性

恵まれた条件

○北に宇都宮市、南に小山市と隣接し、東京都心へのアクセスも容易

○自治医科大学が立地するという、他市にはない高度な機能を持つ

○下野薬師寺跡や下野国分寺・同尼寺跡などの多彩な歴史・文化的資源を有する

⇒恵まれた条件を生かし、人口増加が続く

◎歴史的にも地理的にも、また都市機能に関しても恵まれた条件を兼ね備えたまち

市民の
思い

○充実した福祉による安心して暮らせるまち（市民アンケート）

○人と人との交流を基調にみんなで創り上げる協働型社会の実現（下野市総合計画懇話会提言）

思いやりと交流で創る思いやりと交流で創る 新生文化新生文化都市都市

新市建設計画
の趣旨

○市民の交流・融合による新しい文化の創造・・・人と文化の交流を基調としたまちづくり

○市民と行政の協働により、次代に継承する安全で活力のある生活圏の創造を目指す

基本構想の概要
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３ 土地利用方針

将来都市像を受けて、下野市が将来にわたって持続性のあるまちをつくり効率的

な発展を図るため、また市内の均衡ある発展を図るために、各種機能を集積させる

拠点機能を配置するとともに、市内外の広域的交流を活発にするための連携軸を設

定しています。

■各種機能を集積させる拠点機能を配置

○生活文化拠点

○地域保健福祉拠点

○高度医療集積拠点

○工業拠点

○下野いにしえネットワーク拠点

○都市核

■人・物・文化交流の空間移動を充実させる

ための「広域連携軸」を設定

都市構造（イメージ）
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４ 施策の大綱

将来都市像を実現するため、６つの基本目標を、２つの展開方向（Ａ：プラスの

創造とＢ：マイナスの抑止）に分けて定めています。

将来像 施策の

展開方向

基本目標

Ａ

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
、

創
造
と
躍
進
の
ま
ち

１ みんなで学び文化を育む

  ふれあいのまちづくり

２ 知恵と意欲で

  創造性豊かなまちづくり

３ 都市と田園が共生する

快適な環境で躍進する

まちづくり

４ 安心して暮らせる健康で

  明るいまちづくり

５ 豊かな自然と調和した

  快適で安全なまちづくり

６ 市民と行政の協働による

  健全なまちづくり

(1)次代を担う人材の育成

(2)生涯にわたる学びの機会の充実

(3)豊かに暮らす文化の振興

(1)大都市近郊農業の振興

(2)工業・商業の振興

(3)シティ・セールスの推進

(1)秩序ある土地利用と快適な住環

境づくり

(2)人に優しい交通環境の整備

(3)うるおいのある緑環境の整備

(1)生涯健康のまちづくり

(2)支えあいのまちづくり

(3)保険・年金の充実

(4)消費生活の向上

(1)快適な環境の創造

(2)安全・安心なまちづくり

(3)快適な水環境の形成

(1)協働のまちづくりの推進

(2)行財政運営の充実

(3)広域行政の充実

思
い
や
り
と
交
流
で
創
る

新
生
文
化
都
市

Ｂ

心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち

基本施策
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５ 行政運営の方針

地方分権の進展や国の財政再建の機運が高まる中で、これからは、財政的に極め

て厳しい状況を前提として行政運営を図っていく必要があります。

このためには、経営管理機能を高め、市民と行政の役割分担や施策・事業への財

源の重点的配分を図り、健全財政の維持に努め、計画的な行財政運営を推進してい

く必要があります。

１ 計画から評価・成果の検証へ、さらに事業の見直しへ
◆総合計画＝市の施策展開の最上位の計画
これを着実に実施することを通じた行政運営を原則と する。⇒財政上課題のあるもの・
効率性・受益の大きさ等、課題の多いものは、廃止・凍結などの改革を実施

◆施策の実施後、市民と行政の協働による行政評価を実施（成果検証・事業の存廃）
⇒議会報告や監査を通じて歳出の妥当性を検証（PDCAサイクルの導入）

PDCA サイクルのイメージ

内 部 評 価

（ 政 策 評 価 と 事 務 事 業 評 価 ）

ＰＰＰlllaaannn 計計画画

ＤＤＤooo

遂遂行行

ＣＣＣhhheeeccckkk 評評価価・・検検証証

ＡＡＡccctttiiiooonnn

改改善善・・

次次年年度度判判断断

財政運営・財政見直しの立案

市の政策判断

（市民意向・成果検証と

財政運営のバランス）

計画

見直し

施 策 ・ 事 業 の 実 施

総 合 計 画

外 部 評 価

２ 選択と集中の徹底
◆今後の行政運営において、適切な選択と集中が可能になるよう、施策の特性を踏まえた優先順

位を設定（後述：基本計画）


